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コメント 

 本研究は、植物の⽣理におけるペプチドホルモン群の働きを
解明することを⽬的としたものである。 

応募者は、新規の植物⽣理活性ペプチドとその受容体を発⾒
し、⽣理機能を明らかにする先駆的研究を⾏い、当該分野をリ
ードしている。本研究では、植物細胞が分泌するペプチドのみ
ならず、⾮分泌型ペプチドや外来ペプチドをも研究対象として
おり、新たな⽣理活性ペプチドと受容体を明らかにし、植物体
におけるそれらの働きの分⼦機構と⽣理機能を解析することと
している。 

本研究の進展によって、様々なペプチドを介した植物の⽣理
の分⼦機構が明確になることを期待する。  
 

  


